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市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
十
六

年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
得
た
所
得
を
申
告
す
る
も
の

で
、
十
七
年
度
の
市
・
県
民
税
や
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど

の
課
税
基
礎
や
児
童
手
当
、
融
資
の

申
請
な
ど
に
必
要
な
所
得
証
明
、
納

税
証
明
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
、
各
種

証
明
の
発
行
や
手
当
な
ど
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
三
月

十
五
日
ま
で
に
申
告
書
を
税
務
課
市

民
税
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
、
本

市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①
か
ら
⑤

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
十
六
年
中
に
事
業
所
得
（
営
業
や

農
業
な
ど
か
ら
生
じ
る
所
得
）
や

給
与
、
不
動
産
、
利
子
、
譲
渡
、

山
林
の
所
得
お
よ
び
雑
所
得
な
ど

の
あ
っ
た
人

②
十
六
年
中
に
給
与
や
退
職
所
得
の

ほ
か
に
、
営
業
や
農
業
、
不
動
産

な
ど
の
所
得
が
あ
り
、
そ
の
合
計

額
が
二
十
万
円
以
下
の
人
（
二
十

万
円
を
超
え
る
人
は
、
確
定
申
告

が
必
要
）

③
十
六
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
だ

け
の
人
で
、
社
会
保
険
庁
な
ど
に

申
告
し
た
以
外
の
諸
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
、
ま
た
は
公
的
年

金
の
ほ
か
に
①
の
所
得
が
あ
る
人

④
給
与
所
得
者
で
、
十
六
年
の
中
途

で
就
職
ま
た
は
退
職
し
た
人

⑤
十
六
年
中
に
病
気
や
失
業
、
ま
た

は
学
生
な
ど
で
所
得
が
全
く
な
か

っ
た
人
（
国
民
健
康
保
険
税
や
介

護
保
険
料
、
各
種
証
明
書
発
行
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
申
告
書

裏
面
の
所
定
欄
に
そ
の
旨
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

次
の
①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
で
す
。

①
十
六
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
税
務
署
へ
提
出
し
た
人

②
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
年
末
調

整
済
み
の
給
与
支
払
報
告
書
が
勤

務
先
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る

人
③
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
二
以
上

の
勤
務
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
て
、
そ
の
給
与
の
全
部

に
つ
い
て
年
末
調
整
を
行
い
給
与

支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市
に

提
出
さ
れ
て
い
る
人

④
公
的
年
金
所
得
の
み
で
、
公
的
年

金
等
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

申
告
書
を
自
分
で
作
成
で
き
る
人

医
療
費
・
生
命
保
険
料
・
損
害
保

険
料
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
証
明
書
類
を
添
付
の
う
え
、
記

入
漏
れ
が
な
い
か
を
確
認
し
、
郵
送

ま
た
は
申
告
会
場
に
設
置
の
提
出
箱

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
会
場
で
面
談
を
し
て
申
告
書
を

提
出
す
る
人

次
の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

○
申
告
書

○
印
鑑

○
十
六
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

▽
給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
、

給
与
明
細
、
事
業
主
の
支
払
証
明

な
ど

▽
事
業
・
不
動
産
所
得
者
は
、
収
支

明
細
書
、
帳
簿
類
、
ま
た
は
領
収

書
な
ど

▽
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
は
、
源

泉
徴
収
票

○
医
療
費
・
社
会
保
険
料
・
生
命
保

険
料
・
損
害
保
険
料
な
ど
の
控
除

を
受
け
る
人
は
支
払
証
明
書
類

※
申
告
書
が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
税
務
課
市
民
税
係
へ
申
し
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
市
民
税

係
1
内
線
３
１
４
４
へ
。
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申
告
書
の
提
出
が

必
要
な
人

申
告
書
の
提
出
方
法

申
告
書
の
提
出
が

必
要
な
い
人

申告相談日程表（受付：午前９時～午後４時）

○申告書は、自分で記入して提出してください。
○各申告会場とも駐車場が狭いので、会場に近い人はできる
だけ車の利用を避け、徒歩などでご来場ください。

月　 日
2月16日(水)
17日(木)
18日(金)
21日(月)
22日(火)
23日(水)
24日(木)
25日(金)
28日(月)

3月 1日(火)
2日(水)
3日(木)
4日(金)
7日(月)
8日(火)
9日(水)
10日(木)
11日(金)
14日(月)
15日(火)

該　当　地　区

東倉内町・西倉内町・柳町
高橋場町
材木町・桜町・上原町
東原新町・西原新町
上之町・馬喰町・中町・坊新田町・下之町・鍛冶町
榛名町・清水町・薄根町

川　田　地　区

池　田　地　区

薄　根　地　区

利　南　地　区

場　 所
川田公民館
1（22）2009
池田公民館
1（23）9851
薄根公民館
1（22）3160
利南公民館
1（22）2066

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

全 地 区 未 済 者

この期間はたいへん混み合います。都合のつく
人は、できるだけ早めに申告をお願いします。 内線3195

大切です　必ず提出を！

市県民税の申告
２月16日～３月15日まで 個人の市県民税の申告



所
得
税
の
確
定
申
告
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
国
民
年
金
の
保
険
料
や

国
民
年
金
基
金
・
個
人
型
確
定
拠
出

年
金
の
掛
金
は
、
全
額
「
社
会
保
険

料
控
除
」
と
し
て
、
控
除
さ
れ
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

控
除
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
十
六

年
中
に
納
め
た
保
険
料
や
基
金
な
ど

の
掛
金
で
、
納
め
忘
れ
た
過
年
度
分

の
保
険
料
や
免
除
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
を
納
め
た
場
合
も
対
象
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
配
偶
者
や
家
族
の
保
険
料
を
納

め
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

納
付
額
は
、
自
分
の
領
収
書
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
か

ら
二
月
上
旬
に
「
納
付
額
証
明
書
」

が
す
べ
て
の
納
付
者
に
郵
送
さ
れ
る

予
定
で
す
。

領
収
書
を
紛
失
し
た
場
合
や
「
納

付
額
証
明
書
」が
届
か
な
い
場
合
は
、

年
金
手
帳
な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
、
渋

川
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
や
年
金

相
談
に
直
接
出
向
い
て
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

年
金
以
外
に
収
入
の
あ
る
人
は
、

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
年
金
の
源
泉
徴
収
で
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
雑
損
控

除
や
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が

納
め
過
ぎ
と
な
っ
て
い
る
人
や
扶
養

親
族
等
申
告
書
を
社
会
保
険
庁
に
提

出
し
な
か
っ
た
た
め
に
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
と
な
っ
た
人

は
、
確
定
申
告
を
し
て
税
金
の
還
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
す
る
人
は
、
一
月
中
に

社
会
保
険
庁
か
ら
郵
送
さ
れ
た
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
必
要

で
す
。

ま
だ
届
い
て
い
な
い
、
ま
た
は
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
渋
川
社

会
保
険
事
務
所
で
再
発
行
が
で
き
ま

す
の
で
、
年
金
証
書
を
持
参
し
て
手

続
き
を
す
る
か
、
ハ
ガ
キ
で
再
発
行

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
は
税
金

が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
三
月
ま

で
の
毎
週
月
曜
日
に
時
間
を
延
長
し

て
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
一
回
土
・
日
に
年
金

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
活
用

く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
の
と
お
り

三
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
は
、
午

後
七
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。た
だ
し
、

二
月
二
十
八
日
は
、
機
械
の
都
合
で

延
長
で
き
ま
せ
ん
。

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日

の
火
曜
日
に
時
間
延
長
し
ま
す
。

二
月
十
九
日
（
土
）、
二
十
日
（
日
）

三
月
十
二
日
（
土
）、
十
三
日
（
日
）

は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四

時
ま
で
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９

１
６
１
１
へ
。
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社
会
保
険
事
務
所
の

年
金
相
談
窓
口
延
長

年金の窓口から

保険料控除を

忘れずに！

年
金
受
給
者
の
確
定
申
告

税務署からのお知らせ
《申告は２月１６日から、早めに済ませましょう》
平成１６年分の所得税の確定申告は、２月１６日(水)
から３月１５日(火)までです。申告期限間近になります
と会場は大変混雑し、長時間お待ちいただくことになり
ますので、早めに済ませてください。
※土・日曜日は閉庁日となります。

《正しい申告を》
所得税は、税法に従って自分の所得と税額を正しく計
算し、期限内に申告、納税する「申告納税制度」を採用
しています。申告をするべき人がしなかったり、誤った
申告をすると、後で不足の税金を納めるだけでなく、不
足税額の１５％または１０％の加算税が課される場合が
あり、延滞税も納めなければなりません。
《国税庁のホームページで申告書の作成を》
国税庁のホームページで、申告書の作成ができます。
入力ガイダンスに従って金額などを入力すると、計算結
果の表示や印刷ができます。
アドレス　http://www.nta.go.jp

《納税は期限内に、振替納税のご利用を》
平成１６年分の確定申告による所得税の納期限は３月
１５日(火)です。期限内に納付をしてください。
また、振替納税を既に利用されている人は、指定され
た預貯金口座の残高確認をお願いします。まだ振替納税
を利用していない人は、納税の手数が省け、うっかり納
期限を忘れてしまうこともない振替納税が便利です。ぜ
ひご利用ください。
詳しいことは、沼田税務署1 ２１３１へ。



今
回
制
定
さ
れ
た
「
沼
田
市
、
利

根
郡
白
沢
村
及
び
同
郡
利
根
村
の
廃

置
分
合
に
伴
う
沼
田
市
農
業
委
員
会

の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
は
、
合
併

後
七
月
十
九
日
ま
で
白
沢
村
・
利
根

村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
区
域
を
区
域

と
し
て
農
業
委
員
会
を
設
置
す
る
も

の
で
、
そ
の
委
員
の
報
酬
を
合
併
前

の
二
村
の
額
と
定
め
る
た
め
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

次
に
、「
沼
田
市
税
条
例
」
の
改

正
は
、
平
成
十
六
年
度
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
の
規
定
を
改
め
る
も

の
。「
沼
田
市
農
業
委
員
会
の
選
挙

に
よ
る
委
員
の
選
挙
区
の
設
定
及
び

選
挙
区
ご
と
の
委
員
の
定
数
条
例
」

の
改
正
は
、
二
月
十
三
日
か
ら
利
根

郡
白
沢
村
・
同
郡
利
根
村
が
沼
田
市

に
編
入
合
併
す
る
こ
と
に
伴
い
、
第

三
選
挙
区
と
し
て
合
併
前
の
白
沢
村

の
区
域
を
、
第
四
選
挙
区
と
し
て
同

じ
く
利
根
村
の
区
域
を
追
加
し
、
選

挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
基
準
が
二
十

人
以
下
か
ら
三
十
人
以
下
に
改
正
と

な
る
た
め
、
選
挙
す
べ
き
委
員
の
定

数
を
第
一
選
挙
区
と
第
二
選
挙
区
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
人
を
八
人

に
変
更
し
、
第
三
選
挙
区
を
五
人
、

第
四
選
挙
区
を
九
人
と
す
る
も
の
で

す
。一

般
会
計
補
正
予
算
は
、
事
業
の

確
定
に
よ
り
国
県
支
出
金
の
増
減
措

置
、
合
併
に
伴
う
準
備
経
費
と
特
別

な
理
由
に
よ
り
緊
急
に
措
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
定
し
、
既

決
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
二
百
七
十
四
万

七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
百

七
十
一
億
五
千
九
百
五
十
八
万
円
と

し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、総
務
費
で
、

合
併
に
伴
う
経
費
を
計
上
し
た
ほ

か
、
衛
生
費
で
は
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
と
予
防
接
種

事
業
な
ど
の
追
加
、
農
林
水
産
業
費

で
、
県
営
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
事

業
確
定
に
よ
る
減
額
な
ど
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
県
支
出

金
の
九
百
七
十
六
万
五
千
円
を
減
額

し
た
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
五

百
十
一
万
七
千
円
の
繰
り
入
れ
を
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

市
道
路
線
の
認
定
を
は
じ
め
、
二

月
十
三
日
の
合
併
に
伴
い
、
沼
田
市

土
地
開
発
公
社
理
事
の
定
数
を
八
人

か
ら
十
人
以
内
に
増
員
す
る
た
め
の

定
款
の
変
更
、
利
根
東
部
衛
生
施
設

組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て
と
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
平
成
十
七
年
度
地
方
交

付
税
所
要
総
額
確
保
に
関
す
る
意
見

書
案
」
が
最
終
日
の
十
五
日
に
議
員

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
、
関

係
省
庁
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
行
政
係

1
内
線
３
２
１
２
へ
。
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条
例
関
係

補
正
予
算

そ
の
他

十
二
月
七
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
九
日
間
で
開
催
さ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
は
、

市
道
路
線
の
認
定
、
沼
田
市
、
利
根
郡
白
沢
村
及
び
同
郡
利
根
村
の
廃
置
分
合

に
伴
う
沼
田
市
農
業
委
員
会
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
沼
田
市
農
業
委

員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙
区
の
設
定
及
び
選
挙
区
ご
と
の
委
員
の
定
数

条
例
な
ど
の
一
部
改
正
、
本
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
と
意
見

書
案
な
ど
十
七
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
を
は
じ
め

本
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

十
七
議
案
を
審
議

第５回　市議会定例会



新
「
沼
田
市
」
の
誕
生
を
祝
し
、

開
市
式
・
振
興
局
開
所
式
を
二
月
十

三
日
に
開
催
し
ま
す
。

◇
開
市
式

時
間

午
前
９
時
開
始

会
場

市
役
所
正
面
玄
関
前

◇
白
沢
町
振
興
局
開
所
式

時
間

午
前
10
時
15
分
開
始

会
場

白
沢
町
振
興
局(

白
沢
村
役

場)

正
面
玄
関
前

◇
利
根
町
振
興
局
開
所
式

時
間

午
前
11
時
30
分
開
始

会
場

利
根
町
振
興
局(

利
根
村
役

場)

正
面
玄
関
前

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
特
定
政

策
室
1
内
線
３
２
２
４
へ
。

市
で
行
っ
て
い
る
下
水
道
事
業
の

整
備
区
域
を
、
八
百
二
十
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
か
ら
八
百
二
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
、
ま
た
、
平
成
十
七
年
三
月
ま
で

の
事
業
期
間
を
平
成
二
十
三
年
三
月

ま
で
に
変
更
す
る
事
業
計
画（
案
）を

縦
覧
し
ま
す
。

拡
大
す
る
区
域
お
よ
び
面
積

高
橋
場
町
字
鎌
倉
の
一
部

面
積
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

下
川
田
町
字
宮
塚
の
一
部
　

面
積
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
き

平
成
17
年
２
月
８
日
（
火
）

か
ら
21
日
（
月
）
ま
で
の
２
週
間

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

と
こ
ろ

下
水
道
課
（
水
道
会
館
２

階
・
下
久
屋
町
）

意
見
書
の
提
出

計
画
変
更
に
対
し
て
意
見
の
あ
る

人
は
、
縦
覧
の
期
間
が
満
了
す
る
日

ま
で
に
、
市
長
あ
て
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
下
水
道
課
1

�
７
７
１
１
へ
。
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○
総
務
省
告
示
第
三
十
七
号

開
市
式
・
開
所
式
を
開
催
し
ま
す

市
村
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
利
根
郡
白
沢

村
及
び
同
郡
利
根
村
を
廃
し
、
そ

の
区
域
を
沼
田
市
に
編
入
す
る

旨
、
群
馬
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
十
七
年
二

月
十
三
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず

る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
七
年
一
月
十
七
日

総
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

下水道事業

事業計画変更(案)の縦覧

市
町
村
合
併
と
は
　
シ
リ
ー
ズ
36

み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を

今
月
十
三
日
か
ら

総
務
大
臣
が
廃
置
分
合
を
官
報
告
示

新
沼
田
市
ス
タ
ー
ト

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
･
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日
付

け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

白
沢
村
・
利
根
村
の
合
併
に
よ
る
沼

田
市
へ
の
編
入
が
、
一
月
十
七
日

付
け
の
総
務
大
臣
告
示
（
官
報
）

に
よ
り
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。



市
共
同
募
金
会
の
分
会
を
通
じ
て

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
戸
別
募
金

三
百
二
十
五
万
四
十
三
円
を
は
じ
め
、

法
人
募
金(

三
百
五
十
一
法
人)

二
百

一
万
七
千
三
百
二
十
四
円
、
職
域
募

金(

八
十
事
業
所)

十
五
万
千
百
六
十

三
円
、
学
校
募
金(

小
中
学
校)

十
二

万
九
百
五
十
六
円
の
ほ

か
、
十
月
九
日
に
沼
田

小
学
校
屋
内
運
動
場
前

な
ど
市
内
九
カ
所
で
行

わ
れ
た
街
頭
募
金
に
九

万
三
千
八
百
十
二
円
が

寄
せ
ら
れ
、
個
人
や
団

体
か
ら
の
一
般
募
金
十

三
万
千
二
百
五
円
を
合

せ
た
募
金
額
は
、
五
百

七
十
六
万
四
千
五
百
三

円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

一
般
募
金

五
千
円
以
上
に
つ
い
て

掲
載
・
敬
称
略

団
体

▽
群
馬
県
共
済
生
活
協
同
組

合
沼
田
支
部→

二
万
六
千
円
▽
小
板

橋
医
院→

十
万
円

区
長
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
封
筒
募
金

二
百
七
十
七
万
五
千
二
百
五
十
二
円

の
ほ
か
、
個
人
や
団
体
か
ら
の
一
般

募
金
九
十
四
万
七
千
八
百
五
円
が
寄

せ
ら
れ
、
合
計
は
三
百
七
十
二
万
三

千
五
十
七
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

一
般
募
金

五
千
円
以
上
に
つ
い
て

掲
載
・
敬
称
略

個
人

▽
岩
崎
や
す
江(
町
田
町)→

二
万
七
千
百
六
十
七
円
▽
須
田
正
文

(

上
原
町)→

三
万
七
千
三
百
五
十
六

円
▽
匿
名→

五
万
円

団
体

▽
ち
ぐ
さ
幼
稚
園
父
母
の
会

→

一
万
円
▽
利
根
沼
田
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ

協
議
会
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
沼
田
第

一
団→

九
万
三
千
七
百
五
十
一
円
▽

ペ
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
手
工
芸
彩
芸
会→

一
万
五
千
円
▽
沼
田
女
子
高
等
学
校

家
庭
ク
ラ
ブ→

五
千
八
百
九
十
四
円

▽
カ
ラ
オ
ケ
キ
ャ
ッ
ス
ル→

八
千
六

十
三
円
▽
国
際
カ
ス
パ
リ
ー
編
協
会

沼
田
支
部→

三
万
円
▽
長
寿
院
和
讃

会→

五
万
円
▽
フ
ァ
ー
ム
ド
ゥ
株
式

会
社
沼
田
店→

十
万
円
▽
沼
田
キ
リ

ス
ト
聖
書
館→

二
万
六
千
六
百
十
円

▽
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
友
の
会
・
愛
好
会

→

二
万
三
千
円
▽
利
根
沼
田
明
る
い

社
会
づ
く
り
の
会→

十
万
円
▽
立
正

佼
成
会
沼
田
教
会→

十
五
万
円
▽
沼

田
商
工
会
議
所
女
性
会→

十
万
円
▽

沼
田
利
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ→

三

万
円
▽
�
葉
山
龍
華
院→

三
万
五
千

百
七
十
一
円
▽
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

沼
田
教
会
教
会
学
校→

九
千
円
▽
日

本
キ
リ
ス
ト
教
団
沼
田
教
会→

五
千

円
▽
恵
泉
幼
稚
園
卒
園
児
ク
リ
ス
マ

ス
献
金→

一
万
六
千
七
百
七
十
四
円

▽
沼
田
養
蚕
婦
人
ク
ラ
ブ→

五
千
円

▽
沼
田
市
役
所
社
会
福
祉
課
・
高
齢

福
祉
課
職
員
一
同→

五
千
四
百
六
十

七
円
▽
沼
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
一
同→

一
万
二
千
百
四
十
八
円
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共
同
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
行
わ
れ
た
共
同
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
十
二
月
末
ま
で
に

九
百
四
十
八
万
七
千
五
百
六
十
円
の
温
か
い
善
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
は
、
福
祉
施
設
や
福

祉
団
体
な
ど
が
行
う
民
間
の
福
祉
活
動
に
、
ま
た
、
地
域

で
行
う
福
祉
活
動
や
支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
配
分
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
福
祉
充
実
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い

12月5日に行われた、高校JRC協議会とボー
イスカウトによる歳末たすけあい街頭募金

新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資
新潟県中越地震の
被災地へ支援物資

＝寄せられた善意＝ (敬称略)

被災直後に、市民の皆さんからお預かり
した血圧計や毛布、下着などについては、
北関東・新潟地域連携軸推進協議会に基づ
く沼田市からの支援物資（トイレットペー
パー）とともに被災地へお届けしました。

▽伊藤正美（戸鹿野町）▽岡村　操（西原
新町）▽沼田自動車教習所（横塚町）▽小
林　清（横塚町）▽阿左見達昭（沼須町）
▽鈴木　実（材木町）▽鬼頭賢隆（上川田
町）▽ぬまた南保育園保護者会(東原新町)
▽国際ソロプチミスト利根ぬまた▽イシザ
ワ（下之町）



▽
君
島
か
つ
代→

二
万
円
▽
古
見

謙
一
郎→

五
千
円
▽
吉
沢
礼
子→

一

万
円
▽
生
方
保
夫→

十
万
円
▽
生
方

フ
ジ
エ→

五
万
円
▽
山
本
正
二→

二

万
五
千
円
▽
生
方
ヨ
シ
子→

一
万
円

▽
身
障
連
川
田
支
部
代
表
生
方
良
作

→

一
万
円
▽
沼
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
職
員
一
同→

一
万
八
千
円
▽
健
康

体
操
コ
ス
モ
ス
代
表
吉
沢
礼
子→
三

万
円
▽
林
　
靖
子→

五
千
円
▽
横
塚

保
育
園
職
員
一
同→

二
万
円
▽
小
林

清→

三
万
円
▽
吉
野
正
行→

五
千
円

▽
沼
田
市
役
所
市
民
課
･
会
計
課
･
議

会
事
務
局
･
監
査
委
員
事
務
局
･
小
中

学
校
職
員
一
同→

三
万
円
▽
阿
部
桂

助→

一
万
円
▽
斉
藤
　
誠→

五
千
円

▽
沼
田
魚
菜
協
同
組
合
職
員
一
同→

八
万
千
四
十
円
▽
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー

ト
会
代
表
倉
澤
孝
之→

二
万
円
▽
沼

田
市
役
所
下
水
道
課
職
員
一
同→

一

万
円
▽
深
津
美
智
子→

五
千
円
▽
都

丸
宏
一→

一
万
円
▽
沢
浦
不
二
男→

一
万
円
▽
扇
映
会
代
表
小
林
映
子→

三
万
五
千
円
▽
関
本
静
子→

三
万
円

▽
市
議
会
議
員
一
同→

二
十
二
万
円

▽
永
島
正
三→

一
万
円
▽
土
田
喜
八

→

三
万
円
▽
文
具
の
タ
カ
ヤ
マ
高
山

良
雄→

一
万
円
▽
坊
新
田
町
ゴ
ル
フ

愛
好
会
会
長
植
村
　
元→

三
万
円
▽

佐
藤
　
肇→

一
万
円
▽
大
道
孝
子→

一
万
円
▽
青
木
忠
昭→

一
万
円
▽
宮

本
よ
し→

三
万
円
▽
沼
田
市
役
所
健

康
課
親
睦
会→

七
千
五
百
円
▽
戸
丸

昭→
十
万
円
▽
伊
藤
福
江→

八
万
八

千
七
百
四
十
八
円
▽
柳
町
文
化
展
実

行
委
員
長
高
山
良
雄→

一
万
円
▽
木

暮
正
良→

一
万
円
▽
木
暮
一
夫→

三

万
円
▽
戸
鹿
野
町
文
化
祭→

二
万
二

千
八
百
九
十
円
▽
沼
田
菓
子
商
工
業

組
合→

十
万
円
▽
広
瀬
と
き
子→

五

千
円
▽
岩
崎
や
す
江→

六
千
三
百
二

十
八
円
▽
村
山
文
夫
・
恵
理
子→

一

万
円
▽
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ→

十
万
円
▽

沼
田
東
小
学
校
児
童
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ→

七
万
千
三
百
二
十
八
円
▽
沼
田
市
公

民
館
職
員
一
同→

四
万
円
▽
惜
春
会

代
表
金
井
み
つ
子→

三
万
五
千
百
円

▽
東
群
馬
自
動
車
教
習
所
沼
田
支
所

→

二
万
三
千
円
▽
沼
田
女
子
高
等
学

校
生
徒
会
・
家
庭
ク
ラ
ブ→

十
一
万

八
千
九
十
五
円
▽
坂
大
徳
江
匂
袋
売

上
金→

一
万
千
百
円
▽
上
久
屋
町
老

人
ク
ラ
ブ→

五
万
千
円
▽
沼
田
市
役

所
高
齢
福
祉
課
職
員
一
同→

一
万
円

▽
沼
田
市
区
長
会
利
南
支
部→

四
万

五
千
円
▽
利
根
沼
田
早
稲
田
大
学
稲

門
会→

二
万
円
▽
飯
塚
和
江→

一
万

円
▽
片
野
　
芳→

一
万
円
▽
星
野
弓

枝→

一
万
円
▽
サ
ウ
シ
ー
ア
イ
ラ
ン

ダ
ー
ズ
・
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

→

三
万
六
千
四
百
七
十
九
円
▽
石
坂

秋
子→

一
万
円
▽
沼
田
市
区
長
会
薄

根
支
部→

二
十
二
万
円
▽
沼
田
市
薄

根
地
区
住
民→

五
十
二
万
五
千
円
▽

沼
田
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会

長
太
田
あ
や
子→

三
万
円
▽
沼
田
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会→

四
万
千
七
百

九
十
一
円
▽
桑
原
カ
ヅ
子→

五
千
円

▽
沼
田
小
学
校
児
童
会
・
さ
く
ら
学

童
ク
ラ
ブ→

三
万
六
千
八
百
七
十
二

円
▽
辰
己
会→

五
万
円
▽
沼
田
市
朗

読
奉
仕
会→

二
万
円
▽
沼
田
市
柳
町

ク
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
代
表
中
村
唯
雄→

五
万
円
▽
沼
田
市
農
業
委
員
・
職
員

一
同→

六
万
円
▽
樺
澤
恒
男→

一
万

円
▽
高
山
澤
子→

五
千
円
▽
小
野
章

枝→

五
千
円
▽
星
野
き
み
子→

五
千

円
▽
薄
根
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議

会→

五
万
円
▽
望
月
孝
雄→

一
万
円

▽
木
村
知
子→

五
千
円
▽
中
島
忠
男

→

一
万
円
▽
地
野
　
肇→

二
万
円
▽

角
田
利
喜
雄→

一
万
円
▽
無
限
の
会

→

一
万
三
千
七
百
五
十
円
▽
堤
電
気

有
限
会
社→

二
十
万
円
▽
郷
土
の
芸

能
祭→

二
万
七
百
四
円
▽
塩
野
力
夫

→

五
十
万
円
▽
ソ
バ
ー
ズ→

二
万
四

千
円
▽
沼
田
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ→

三
万
円
▽
成
田
山
金
剛
講
講
元
曽
田

誠
二
郎→

十
万
円
▽
本
山
喜
好
外
201

人→

九
万
五
千
三
百
三
円
▽
今
井
豊

彦→

一
万
円
▽
都
丸
米
子→

三
万
円

▽
利
根
沼
田
ガ
ス
事
業
協
同
組
合
理

事
長
宮
田
欣
二→

二
十
万
円
▽
沼
田

地
区
更
生
保
護
婦
人
会→

二
万
円
▽

沼
田
西
中
学
校
生
徒
会→

五
万
五
千

八
百
十
円
▽
和
紙
人
形
沼
田
同
好
会

代
表
濱
田
し
ず
子→

一
万
三
千
三
百

三
十
円
▽
利
根
沼
田
大
正
琴
愛
好
会

連
盟→

八
万
二
千
三
百
八
十
円
▽
沼

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
・
監
事

一
同→

十
五
万
二
千
円
▽
七
五
三
木

美
子→

五
万
円
▽
尚
修
館
武
藤
道
場

→

三
万
千
七
百
九
十
九
円
▽
松
浦
か

つ
子
手
袋
売
上
金→

八
千
円
▽
沼
田

商
工
会
議
所
女
性
会→

二
万
円
▽
草

の
乱
利
根
沼
田
実
行
委
員
会
実
行
委

員
長
木
村
朝
次
郎→

十
二
万
円
▽
雑

木
会
会
長
千
明
大
作→

四
万
二
千
円

7
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共
同
募
金
会
か
ら

被
災
地
へ

五
千
円
以
上
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
敬
称
略
）

十
月
二
十
三
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
。
被
災
地
支
援

の
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
義
援
金

に
つ
い
て
は
、
募
金
箱
へ
の
浄
財
を
含
め
十
二
月
末
ま
で
に
五

百
三
十
二
万
六
千
二
百
四
十
六
円
の
温
か
い
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、

新
潟
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。
群
馬

県
共
同
募
金
会
沼
田
市
支
会
で
は
、
引
き
続
き
義
援
金
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

22

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

沼
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
1
○
１
９
９
０
へ

22



視
覚
、
聴
覚
、
平
衡
機
能
、
音
声

・
言
語
機
能
、
そ
し
ゃ
く
機
能
、
心

臓
機
能
、
じ
ん
臓
機
能
、
呼
吸
器
機

能
、
ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
機
能
、

小
腸
機
能
、
免
疫
機
能
に
永
続
す
る

障
害
が
あ
る
人
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
一
級
か
ら

六
級
ま
で
に
区
分
さ
れ
、
申
請
に
は

県
の
指
定
し
た
医
師
の
診
断
書
、
写

真
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

知
的
障
害
児(

者)

へ
の
各
種
相
談

や
福
祉
の
援
助
を
受
け
や
す
く
す
る

た
め
の
手
帳
で
、
障
害
の
程
度
に
よ

り
重
度
「
Ａ
」
と
そ
の
他
「
Ｂ
」
に
区

分
さ
れ
、
申
請
に
は
県
の
判
定
と
写

真
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

障
害
者
が
納
税
者
、
ま
た
は
控
除

対
象
配
偶
者
・
扶
養
親
族
で
あ
り
、

身
体
障
害
者
手
帳
一
･
二
級
、
療
育
手

帳
Ａ
の
人
は
、特
別
障
害
者
控
除
を
、

そ
の
ほ
か
の
等
級
の
人
は
、
障
害
者

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
申
告
時
に

手
帳
を
提
示
す
る
か
、
勤
務
先
の
給

与
担
当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
（
十
八
歳
未
満
の
場

合
は
生
計
を
一
に
す
る
人
）
が
所
有

す
る
自
動
車
を
自
分
で
運
転
す
る
場

合
や
障
害
者
の
通
院
・
通
学
、
仕
事

の
た
め
に
生
計
を
一
に
す
る
人
が
運

転
す
る
場
合
に
は
、
手
帳
に
記
載
さ

れ
た
障
害
の
種
類
や
等
級
に
よ
り
障

害
者
一
人
に
つ
き
一
台
に
限
り
、
自

動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
と
自
動

車
取
得
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

身
体
障
害
児(

者)

が
日
常
生
活
を

営
む
う
え
で
、
義
肢
・
装
具
や
補
聴

器
な
ど
障
害
を
補
う
た
め
に
必
要
な

用
具
の
交
付
や
修
理
を
行
い
ま
す
。

身
体
障
害
児(

者)

や
重
度
の
知
的

障
害
児(

者)

が
、
入
浴
補
助
用
具
・

特
殊
寝
台
や
点
字
図
書
な
ど
在
宅
で

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
用
具
の
給

付
や
貸
与
を
行
い
ま
す
。

補
装
具
の
交
付
や
修
理
、
日
常
生

活
用
具
の
給
付
や
貸
与
を
受
け
る
場

合
、
世
帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
て
一

部
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
が
優
先
と

な
り
ま
す
の
で
、
介
護
保
険
で
用
具

の
レ
ン
タ
ル
や
給
付
を
受
け
ら
れ
る

場
合
は
、
補
装
具
の
交
付
や
日
常
生

活
用
具
の
給
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

障
害
者
自
身
が
施
設
や
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
な
ど
を
行
う
福
祉
サ

ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
を
自
由
に
選
択

し
、
契
約
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
制
度
で
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
に
は
支
援
費
の
支

給
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

手
帳
を
提
示
す
る
と
旅
客
鉄
道
運

賃
、
国
内
航
空
運
賃
や
バ
ス
運
賃
の

割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
帳
の
区
分
が
一
種
の
人
は
本
人
と

介
護
者
一
人
の
運
賃
、
二
種
の
人
は

本
人
運
賃
の
み
割
引
と
な
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
が
自
ら
運
転
す
る
場

合
や
、
重
度
の
障
害
者
を
乗
せ
て
介

護
者
が
運
転
す
る
場
合
に
は
、
日
本

道
路
公
団
な
ど
の
有
料
道
路
の
料
金

が
割
引
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

手
帳
に
自
動
車
登
録
番
号
な
ど
の
記

載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な

い
重
度
障
害
者
に
、
年
間
最
大
四
十

8
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▼
手
帳
交
付
制
度

身
体
障
害
者
手
帳

療
育
手
帳

▼
税
金
の
控
除
と
減
免

市
・
県
民
税
と
所
得
税

▼
補
装
具
と

日
常
生
活
用
具

補
装
具

▼
そ
の
他
の
制
度

▼
支
援
費
支
給
制
度

運
賃
の
割
引

有
料
道
路
通
行
料
の
割
引

福
祉
タ
ク
シ
ー

日
常
生
活
用
具

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

身
体
の
障
害
や
知
的
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
社
会
参
加
を
促

進
し
、
自
立
を
援
助
す
る
た
め
に
各
種
福
祉
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
身
体
障
害
者
手

帳
と
療
育
手
帳
を
中
心
に
福
祉
制
度
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
1
内
線
７
６
２
５
２
へ



枚
の
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
、
初
乗

り
料
金
を
補
助
し
ま
す
。

一
･
二
級
の
下
肢
･
体
幹
機
能
障
害

や
一
級
の
視
覚
障
害
の
身
体
障
害
者

が
い
る
世
帯
（
た
だ
し
前
年
分
所
得

税
額
が
十
二
万
円
以
下
の
世
帯
）
に

対
し
、
玄
関
や
台
所
･
浴
室
･
便
所
な

ど
を
改
造
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
な
お
、
新
築
の
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り

老
人
、
一
･
二
級
の
下
肢
･
体
幹
機
能

障
害
の
手
帳
を
持
つ
人
が
い
る
世
帯

で
、
リ
フ
ト
な
ど
を
備
え
た
介
護
用

車
両
を
購
入
す
る
際
、
改
造
費
用
相

当
額
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
生
活
サ
ポ
ー
ト
事

業
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
10
年

群
馬
県
行
動
計
画
最
終
年
度

「
人
権
」
の
考
え
方
を
多
く
の
人

が
理
解
し
、
日
常
生
活
の
判
断
に
取

り
入
れ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み

が
人
権
教
育
・
啓
発
で
す
。

国
連
は
、
平
成
七
年
か
ら
十
六
年

ま
で
の
十
年
間
を
「
人
権
教
育
の
た

め
の
国
連
10
年
」
と
し
、
こ
れ
を

受
け
て
日
本
で
も
平
成
九
年
に
「
国

内
行
動
計
画
」
が
、
ま
た
、
群
馬
県

に
お
い
て
も
連
携
し
て
、「『
人
権
教

育
の
た
め
の
国
連
10
年
』
に
関
す

る
群
馬
県
行
動
計
画
」
を
平
成
十
二

年
に
策
定
・
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
行
動
計
画
も
今
年
度
で
、
最
終

年
度
を
迎
え
て
い
ま
す
。

●
21
世
紀
を
人
権
の
世
紀
に

二
十
世
紀
に
二
度
の
世
界
大
戦
を

経
験
し
た
人
類
は
、
大
き
な
代
償
と

と
も
に
平
和
の
大
切
さ
を
学
び
、
永

遠
の
平
和
を
願
い
ま
し
た
。「
人
権

の
な
い
と
こ
ろ
に
平
和
は
存
在
し
得

な
い
」、
人
権
の
尊
重
が
平
和
の
基

礎
で
あ
る
と
い
う
、
大
き
な
教
訓
を

得
て
今
日
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
二
十

一
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
世
界

各
地
で
紛
争
が
起
き
、
ま
た
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
は
、
今
な
お
人
権
侵
害

や
偏
見
、差
別
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

現
実
に
は
、
日
ご
ろ
の
生
活
の
中

で
差
別
に
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
さ

え
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
無
関
心
を

装
う
人
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

差
別
の
黙
認
は
、
進
ん
で
差
別
す
る

こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
意
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
で
は
、
人
権
と
は
何
か

人
権
と
は
何
な
の
か
と
考
え
て
み

れ
ば
、「
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く

た
め
に
社
会
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て

い
る
権
利
」
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法

に
基
本
的
人
権
と
し
て
う
た
わ
れ
保

障
さ
れ
て
い
る
権
利
で
す
。

す
べ
て
の
人
は
平
等
で
あ
り
、
人

権
は
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
は
皆

違
い
ま
す
。
人
は
一
人
で
生
き
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
違
い
を

認
め
、
互
い
の
人
権
を
守
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
皆
さ
ん
、
人
権
問
題
の

な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
、
ど
う
ぞ

積
極
的
に
心
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

9
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住
宅
改
造
の
助
成

介
護
用
車
両
購
入
費
用
の
助
成

人
権
っ
て�

　
　
な
ん
だ
ろ
う�

人
権
っ
て�

　
　
な
ん
だ
ろ
う�

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

1
内
線
３
３
３
４

人
権
っ
て�

　
　
な
ん
だ
ろ
う�

人
権
っ
て�

　
　
な
ん
だ
ろ
う�

36

こ
れ
か
ら
の
人
権
課
題
⑫

難病患者等在宅福祉サービス
＊＊ 支援します ＊＊

市では、難病患者などの日常生活を支援するた
め、在宅福祉サービスの一環としてショートステ
イ、ホームヘルプと日常生活用具の給付事業を実
施しています。
対象 次の基本要件をすべて満たす人
○国が定める厚生労働科学研究難治性疾患克服研
究事業（特定疾患調査研究分野）の対象となる
121疾患の患者と関節リウマチ患者

○在宅での療養が可能な程度に症状が安定してい
ると医師によって判断される人

○介護保険法、老人福祉法、身体障害者福祉法な
どの施策の対象とならない人

申し込み 所定の医師の診断書を健康課保健係へ
（用紙は同係に用意してあります）
詳しいことは、同係（保健福祉センター内）1

内線７６２０５へ。

車イス利用者のつどい
＊＊ 参加者募集 ＊＊

社会福祉協議会では、身体に障害があり、車イ
スや歩行補助具などを日常的に利用している人を
対象に、社会参加の促進と心身のリフレッシュを
図ることを目的に「つどい」を開催します。
とき ３月５日(土)午前８時集合・出発
ところ 羽田空港
集合場所 保健福祉センター１階ロビー
定員 １５組
※ボランティアが介助を担当しますので、おひと
りでも気軽にご参加ください。なお、ご家族の
かたも介助者として、一人は参加できます。

参加費 500円
申し込み ２月22日(火)までに、電話で社会福祉
協議会へ
詳しいことは、同協議会（保健福祉センター内）

1○22 １９９０へ。

車イス利用者のつどい難病患者等在宅福祉サービス
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ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
ル
ー

ル
が
簡
単
で
、
誰
も
が
気
軽
に
楽
し

め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
仲
間
と

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
、
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
き

３
月
６
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会

と
こ
ろ

市
民
体
育
館

種
目

男
子
・
女
子
・
混
合
の
部

チ
ー
ム
編
成

４
人
以
上

参
加
料

無
料

申
し
込
み

３
月
２
日(
水)
ま
で
に

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
老
人
医
療

制
度
は
、
疾
病
の
予
防
か
ら
治
療
、

機
能
訓
練
に
至
る
総
合
的
な
保
健
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
老
人
医

療
費
を
国
民
全
員
で
公
平
に
負
担
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

今
回
は
、
高
額
医
療
費
支
給
制
度

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
額
医
療
費
支
給
制
度
と

は
、
同
じ
月
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
、
世
帯
の
所
得
状
況
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
た
限
度
額
を
超

え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
部
分

を
あ
と
か
ら
市
が
支
給
す
る
制

度
で
す
。
た
だ
し
、
入
院
時
の

食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど

は
、
支
給
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。高

額
医
療
費
支
給
該
当
者
に

は
、
三
カ
月
か
ら
四
カ
月
後
に

ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、一
度
申
請
し
て
い
た
だ
く
と
、

次
回
か
ら
は
申
請
し
て
い
た
だ
か
な

く
て
も
指
定
口
座
に
随
時
振
り
込
み

い
た
し
ま
す
。

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
た
限
度
額
と
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
保
係

1
内
線
３
１
３
２
へ
。

国
保

広報ぬまた 平成17年２月１日

所
定
の
申
込
書
で
市
民
体
育
館
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

９
４

４
４
へ
。

⑪

参
加
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す

参加しませんか

～ 読 書 研 修 会 ～
図書館では読書研修会を開催します。講師の

お話を聞いたり参加者同士で意見交換をしたり

することにより、作品の世界をより深く知るこ

とができますので、お気軽にご参加ください。

とき ２月２７日(日)午後２時から受付、２時

３０分開会（事前の申し込みは不要です）

ところ 図書館４階視聴覚室

講師 渋川女子高等学校教諭　箕輪　明さん

テキスト 有吉佐和子著『紀ノ川』（新潮文庫）

この小説の舞台は明治・大正・昭和の紀州和

歌山。ある名家の三世代の女性を中心に描く年

代記です

テキストは図書館にもありますので、ご利用

ください

詳しいことは、同館1 ０５５０へ。

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て

※一定以上所得者とは、（70歳以上の者で判定）単独世帯の場合、年収で約450万円程度以上。
（課税所得124万円以上）
70歳以上が２人以上世帯の場合、年収で約637万円程度以上。

※低所得者Ⅱとは、世帯全員が住民税非課税。
※低所得者Ⅰとは、世帯全員が住民税非課税であって、単独世帯の場合、年金収入のみ65万円以下。

一 定 以 上 所 得 者

一 般
低 所 得 者 Ⅱ
低 所 得 者 Ⅰ

２割

１割
１割
１割

一部負担金
の割合

個人単位
（外来のみ）

世帯単位
（外来＋入院）

自己負担限度額

４０,２００円

１２,０００円
８,０００円
８,０００円

７２,３００円＋（医療費－３６１,５００円）×１％
（４回目以降４０,２００円）
４０,２００円
２４,６００円
１５,０００円
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▽
一
般
の
部
（
男
子
・
女
子
）

申
し
込
み

２
月
16
日
（
水
）
ま
で

に
市
民
体
育
館
へ
。
中
学
生
以
下

は
保
護
者
の
承
諾
書
必
要
で
す

※
当
日
、
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。
午
前
11
時
市
役
所
前
出

発
、
午
後
６
時
30
分
帰
着
予
定
で
す
。

先
着
28
人
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
平
成
十
七
年
度
「
市
民

ふ
れ
あ
い
農
園
」
の
利
用
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。

こ
の
農
園
は
、
農
地
を
持
っ
て
い

な
い
市
民
に
、
農
業
体
験
を
し
て
も

ら
お
う
と
整
備
し
ま
し
た
。
一
年
を

通
し
て
、
手
作
り
野
菜
と
土
の
匂
い

に
出
会
え
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
設
地

戸
鹿
野
町
５
９
９
番
地
１

区
画
数

78
区
画(

１
区
画
当
り
30

㎡)

付
属
設
備

駐
車
場
35
台
分
、
休

憩
施
設
、
農
機
具
庫
、
ト
イ
レ
、

給
水
施
設
な
ど

利
用
期
間

４
月
か
ら
１
年
間
（
３

年
ま
で
延
長
可
能
）

利
用
料

１
区
画
・
五
千
二
百
五
十

円(

１
年
間)

申
し
込
み

２
月
14
日(

月)

か
ら
２

月
25
日(

金)

ま
で
、
所
定
の
申
請

書(

農
政
課
備
え
付
け)

で
農
政
課

企
画
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
３
２
へ
。

と
き

２
月
19
日
（
土
）
午
後
１

時
開
会

と
こ
ろ

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
伊
香
保
リ
ン
ク

対
象

市
内
在
住
者

定
員

40
人

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
傷
害
保

険
料
500
円
は
受
講
者
負
担
）

講
師

沼
田
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
員

申
し
込
み

２
月
16
日
（
水
）
ま
で

に
市
民
体
育
館
へ

ス
ケ
ー
ト
教
室
に
続
い
て
、
市
民

ス
ケ
ー
ト
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

種
目
　
５
０
０
㍍

▽
小
学
生
の
部
（
男
子
・
女
子
）

▽
中
学
生
の
部
（
男
子
・
女
子
）

「
裁
判
所
へ
提
出
す
る
書
類
の
作
成

や
資
料
の
整
理
、
弁
護
士
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
管
理
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
依
頼
内
容
は
幅
広
く
毎
日
が
勉

強
で
す
。」
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
は
、
井
坂
和
広
法
律
事
務
所

に
お
勤
め
の
染
谷
ひ
か
る
さ
ん
で
す
。

現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
六
年
。
困

っ
て
い
た
問
題
が
解
決
し
て
、
依
頼

さ
れ
た
か
た
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た

と
き
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
。

●
学
生
時
代
か
ら
、
特
に
運
動
は
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
友
達
に

誘
わ
れ
て
空
手
を
始
め
て
一
年
に
な

り
ま
す
。
道
場
に
は
、
小
学
生
が
多

く
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
、少
し
ず
つ
技
を
身
に
つ
け
、

気
持
ち
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

●
自
然
が
多
く
、
何
よ
り
リ
ン
ゴ
や

サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
大
好
き
な
果
物
が

あ
り
ま
す
し
、
合
併
し
て
大
き
く
な

り
ま
す
が
、
今
以
上
に
住
み
や
す
い

沼
田
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
興
味
を
持
っ
て
、
そ
し
て
、
挑
戦

し
て
、
自
信
を
つ
け
た
い
で
す
ね
。

染谷ひかるさん (上久屋町)

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

ふりートーク�

214

平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します
平成17年度
利用者を募集します

平成17年度
利用者を募集します
市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園市民ふれあい農園

市民スケート教室・大会
※詳しいことは、市民体育館1○24９４４４へ

参加者募集

○
ス
ケ
ー
ト
教
室

○
ス
ケ
ー
ト
大
会
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広報ぬまた 平成17年２月１日

ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

沼小講堂記念体育館を会場に開催された、第
37回の大会には、各町・地区を代表した小・
中学生293人が、団体競技・個人競技に出場。
練習を積み重ねてきた選手たちは、家族や役
員が見守る中、熱戦を繰り広げていました。

１月23日(日)

44枚の絵札に集中
子ども会上毛かるた大会

寒さの厳しい中、26日には八職工防火協力会
による警戒巡視が実施され、刺し子姿で消防
器具の点検などを行いました。また、警戒期
間中、消防団員が一円を巡回し、師走の市内、
警鐘を鳴らしながら火災予防に努めました。

12月25日(土)～30日(木)

安心して明るい年越しを
歳末特別警戒

前日からの大雪で、歩行者天国となった本町
通りには約20cmの積雪。大小さまざまなだる
まや招き猫などを売る露店が並び、商売繁盛、
家内安全、開運など、縁起物を求める買い物
客に、店主が威勢のいい声を掛けていました。

１月16日(日)

掛け声も威勢よく
沼田だるま市

市民の安全を守るため防災活動に努めている
消防団員・八職工防火協力会員が、雪の沼田
公園に集合し、式典に続き、防火パレード。
市役所前では、沼田鳶

とび

職組合と沼田若鳶
とび

会の
皆さんによる｢はしご乗り｣も披露されました。

１月９日(日)

防火を呼びかけ市内をパレード
消防団出初式

八
人
の
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

・
国
土
調
査
に
つ
い
て(

地
籍
調
査)

・
地
震
対
策
に
つ
い
て(

中
越
地
震)

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
（
保
育
園

待
機
児
童
対
策
）

・
人
権
保
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
児
童
虐
待
へ
の
対
応
）

・
水
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
（
ハ
イ

ド
ロ
バ
レ
ー
計
画
、滝
坂
川
横
塚
●

久
屋
原
地
区
の
整
備
）

・
ま
ち
な
か
再
生
事
業
に
つ
い
て

（
土
地
区
画
整
理
審
議
会
の
設
立
、

滝
坂
の
整
備
）

・
震
災
対
策
に
つ
い
て
（
新
潟
県
中

越
地
震
と
今
後
の
対
策
）

・
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
（
市
町
村

合
併
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
）

・
財
政
問
題
に
つ
い
て
（
市
税
と
三

位
一
体
改
革
）

・
元
気
で
誇
り
の
持
て
る
沼
田
の
展

望
に
つ
い
て
（
行
政
改
革
度
推
移

状
況
、
高
齢
化
社
会
か
ら
高
齢
社

会
の
対
応
、
少
子
化
社
会
、
地
場

産
品
を
取
り
入
れ
た
給
食
の
取
り

組
み
）

・
市
民
参
加
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
（
基
本
的
考
え
方
、
新
市
に
お

け
る
取
り
扱
い
方
）

・
合
併
特
例
債
に
つ
い
て
（
郷
土
資

料
館
建
設
）

議
会
の
う
ご
き�

◆
12
月
定
例
会
で
の
一
般
質
問

・
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元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
キ
ャ
ス
タ
ー
で
、

現
在
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
と
し
て
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
村

松
真
貴
子
さ
ん
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に

つ
い
て
の
講

演
会
を
開
催

し
ま
す
。

温
か
い
言

葉
と
飾
ら
な

い
人
柄
で
、

ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
し
て
の

エ
ピ
ソ
ー
ド

や
家
庭
と
仕

事
の
こ
と
、
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
む
「
調
音
の
練

習
」(

早
口
言
葉)

な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
、
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
の

『
心
が
元
気
に
な
る
』
講
演

で
す
。

ご
家
族
や
お
友
達
を
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き

３
月
13
日(

日)

午
後

２
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

演
題

「
男
女
共
同
参
画
を

め
ざ
し
て
」

入
場
料

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福

祉
課
女
性
児
童
係
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
1
内
線

７
６
２
５
７
へ
。

初
め
て
の
出
産
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
な
る
皆

さ
ん
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

ご
夫
婦
が
一
緒
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
土
曜
日
の
午
後
に
設

定
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
を
こ
れ
か

ら
訪
れ
る
出
産
と
子
育
て
の
「
心
の

準
備
」
に
、
生
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

と
き

３
月
５
日(

土)

午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容①

ビ
デ
オ
「
お
父
さ
ん
へ
」

②
お
父
さ
ん
の
妊
娠
体
験

(

妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
使
用)

③
助
産
師
の
話

④
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
実
習

対
象

初
め
て
出
産
を
迎
え
る
夫
婦

定
員

16
組(

先
着
順)

講
師

み
す
ず
助
産
院
院
長
　
大
澤

美
鈴
さ
ん

参
加
費

無
料

申
し
込
み

２
月
７
日(

月)

か
ら
健

康
課
保
健
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
０
４
へ
。

沼田市役所 1代表23－2111

・
新
市
の
将
来
像
に
つ
い
て
（
水
と

緑
の
大
地
・
田
園
空
間
都
市
の
具

体
化
、
環
境
問
題
と
の
関
連
）

・
自
治
の
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て

（
ま
ち
づ
く
り
と
の
関
連
）

・
三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て
（
沼
田

市
政
へ
の
影
響
）

・
郵
政
民
営
化
に
つ
い
て
（
沼
田
市

及
び
市
民
へ
の
影
響
）

・
福
祉
行
政
に
つ
い
て
（
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
障
害
者
対
策
）

・
林
業
政
策
等
に
つ
い
て
（
環
境
保

全
の
た
め
の
林
業
振
興
の
推
進
と

森
林
整
備
）

◆
こ
れ
か
ら
の
議
会
の
ご
案
内

二
月
三
日(

木)

に
第
一
回
臨
時
会
、

二
十
一
日(

月)

に
は
第
二
回
臨
時
会

の
開
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
臨
時
会
で
は
、
白
沢
村
・

利
根
村
と
の
合
併
に
関
わ
る
条
例
制

定
と
条
例
改
正
、
補
正
予
算
を
、
第

二
回
臨
時
会
で
は
、
合
併
に
伴
う
議

会
構
成
を
中
心
に
審
議
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
三
月
定
例
会
は
、
三
月
二

日(

水)

開
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
十
七
年

度
沼
田
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

六
件
の
歳
入
歳
出
予
算
、
平
成
十
七

年
度
沼
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

◆
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

本
会
議
と
委
員
会
は
、
公
開
し
て

い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局
1

内
線
３
３
４
２
へ
。

村松真貴子さんを講師に迎えて

お越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しくださいお越しください

皆さんの心が元気になる！

男女共同参画講演会

指導者を募集！

集まれ、まちの達人
市教育委員会では、皆さんの多様な学習要求にこ

たえ、充実した生涯学習を推進するために、市内で
活躍していただける指導者を募集しています。
指導者資格、免許の有無は問いません。あなたの

豊富な知識や優れた技術などを地域のために役立て
てみませんか。
分野は、趣味･福祉･美術･文学･教養･音楽･スポー

ツ･生活技術など、特にジャンルは問いません。

◎登録すると
・教室や講座などの講師としてご協力いただきます
・講師を紹介して欲しいという依頼に対し、講師と
して紹介いたします

・講師一覧表に掲載させていただき、市内の小・中
学校などに配布されます

申し込み ２月21日(月)までに、電話で社会教育課
社会教育係へ
詳しいことは、同係1内線３３３３へ。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
講
座

両
親
学
級
を
開
催



合
併
に
伴
い
、
市
役
所
東
庁
舎
内

の
生
活
課
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
社
会
福
祉

課
・
高
齢
福
祉
課
が
東
原
庁
舎(
旧

県
合
同
庁
舎)

に
、
本
庁
舎
三
階
の

総
務
課
消
防
防
災
係
が
二
階
に
、
本

庁
舎
二
階
の
財
政
課
契
約
検
査
係
が

東
庁
舎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
月
十
四
日

(

月)

か
ら
移
転
い
た
し
ま
す
。
現
在

受
付
中
の
入
札
参
加
資
格
申
請
書
な

ど
の
提
出
は
、
東
庁
舎
へ
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
二

階
の
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
が

二
月
八
日(

火)

か
ら
市
立
図
書
館
の

五
階
に
移
転
い
た
し
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
、
結
核
予
防
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接

種
の
対
象
年
齢
と
接
種
方
法
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

◆
対
象
年
齢

現
行
の
４
歳
未
満
か

ら
生
後
６
か
月
未
満
に
Y

◆
接
種
方
法

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
を
廃
止
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
直
接

接
種
に
Y

近
年
の
結
核
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
対
応
し
、
結
核
予
防
法
が
改

正
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
現
在
、
乳
幼
児
結
核
の
多
く

（
特
に
一
歳
未
満
）
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
未
接

種
者
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

乳
児
の
重
症
結
核
を
防
ぐ
目
的
で
、

乳
児
期
の
早
い
段
階
に
、
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
を
せ
ず
、
直
接
Ｂ
Ｃ

Ｇ
を
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
制
度
は
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
、
経
過
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。
四

月
一
日
に
六
か
月
を
迎
え
る
乳
児

は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
接

種
す
る
場
合
は
全
額
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。
四
歳
未
満
で
、
ま
だ
接
種

し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、
他
の
予

防
接
種
と
の
間
隔
や
体
調
に
注
意
し

て
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
ぜ
ひ
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
は
、
市
で

配
布
し
て
い
る
「
予
防
接
種
の
お
知

ら
せ
」
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
予
防
係

1
内
線
７
６
２
０
７
へ
。
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広報ぬまた 平成17年２月１日

平
成
八
年
の
「
藤
手
芸
講
座
」

受
講
を
き
っ
か
け
に
藤
手
芸
ク
ラ

ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。
作
品
に
は

課
題
が
な
く
、
自
由
に
好
き
な
作

品
を
手
が
け
る
の
が
特
徴
で
す
。

作
品
が
完
成
し
た
と
き
は
感
激
と

達
成
感
が
味
わ
え
ま
す
。
良
い
作

品
作
り
を
目
標
と
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
お
互
い
に
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
の
ひ
と
時
も
こ

の
会
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
隔
週

木
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
利
南
公

民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
春
・
秋

に
は
旅
行
な
ど
も
計
画
し
な
が
ら
、

会
員
相
互
の
親
睦
に
も
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。
連
絡
先
　
鈴

木
弘
子
さ
ん
1

０
０
５
２
へ
。

藤
ふじ

イングクラブ１
(会員９人)われら�

　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

136

事務室移転の�
　　　お知らせ�

ＢＣＧ予防接種が�
　　　　  変わります�

２階�
女
子
ト
イ
レ�

男
子
ト
イ
レ�

D

１階�
女
子
ト
イ
レ�

男
子
ト
イ
レ�

U U

会議室�

給湯室�

相談室�

会議室�

生活課�
消費生活センター�

D

玄関�

相談室� 相談室�社会福祉課�
高齢福祉課�

倉
庫�

障害者�
トイレ�

給
湯
室�

オ
ン
ラ
イ
ン
室�

ボイラー室�
男
子
更
衣
室�

女
子
更
衣
室�

東原庁舎（旧合同庁舎）



市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
七

年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
奨
学
金
は
、
市
内
に
居
住
す
る

世
帯
に
あ
る
人
で
高
等
学
校
な
ど
に

在
学
す
る
生
徒
を
対
象
に
し
た
制
度

で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
進
学
し
た
い

が
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
難
し
い

と
い
う
生
徒
を
対
象
に
、
貸
し
付
け

ま
す
。

貸
付
期
間

平
成
17
年
４
月
か
ら
卒

業
時
ま
で

返
済
方
法

卒
業
後
１
年
を
経
過
し

た
翌
月
か
ら
、
貸
付
期
間
の
２
倍

に
相
当
す
る
期
間
内
の
月
賦
ま
た

は
年
賦
に
よ
り
返
済

申
し
込
み

平
成
17
年
３
月
末
日
ま

で
に
、
各
在
籍
中
学
校
、
ま
た
は

学
校
教
育
課
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
課
1
内
線

３
３
２
３
へ
。

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
地
域
に

住
む
外
国
人
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
や
外
国
文
化
の
紹
介
を
兼
ね
た

「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
し
ま
す
。

今
年
は
外
国
の
踊
り
、
歌
の
紹
介

や
、
体
験
型
ブ
ー
ス
、
全
員
で
ゲ
ー

ム
を
す
る
こ
と
で
外
国
人
と
の
楽
し

い
交
流
の
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。ゲ
ー
ム
に
は
景
品
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ー
ス
や
ゲ
ー
ム
で
の
収
益

金
は
災
害
被
災
地
へ
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と
き

３
月
12
日
（
土
）
午
後
４
時

開
演
（
午
後
３
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ

参
加
費

千
円
（
中
学
生
以
上
）
五

百
円
（
３
歳
以
上
小
学
生
ま
で
）

外
国
人
無
料

※
当
日
外
国
人
と
一
緒
の
参
加
者
は

参
加
費
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

持
ち
物

50
円
玉
（
１
人
１
枚
ゲ

ー
ム
で
使
用
し
ま
す
）

申
し
込
み

２
月
１
日
（
火
）
か
ら

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。

事
務
局
ま
で
、
代
金
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
170
人

で
す

詳
し
い
こ
と
は
、
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
市
役
所
内
）
1
内
線

３
２
０
１
へ
。

現
在
、
市
で
は
、
毎
月
十
日
、
十

七
日
、
二
十
七
日
の
月
三
回
を
定
例

支
払
日
と
定
め
て
支
払
い
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
合
併
に
伴
い
、
二
月
十

三
日
以
降
は
、
次
の
と
お
り
に
変
更

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
に
よ
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

※
閉
庁
日
の
場
合
は
、
金
融
機
関
の

翌
営
業
日
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
課
1
内
線
３

１
１
２
へ
。

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相

談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

と
き

３
月
14
日
（
月
）
午
前
10
時

か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

研
修
室
２
ほ
か

相
談
科
目

整
形
外
科
・
義
肢
修
理

相
談
内
容

補
装
具
・
更
生
医
療
給

付
要
否
判
定
、
身
体
障
害
者
に
関

係
す
る
各
種
の
相
談

用
意
す
る
も
の

印
鑑
、
身
体
障
害

者
手
帳

申
し
込
み

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線

７
６
２
６
８
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
角
田
和
喜
（
柳
町
）→

一
万
円

▽
群
馬
セ
ノ
ー
㈱
（
横
塚
町
）→

千

百
四
十
五
円
▽
沼
田
郵
便
局
（
西
倉

内
町
）→

二
万
二
千
二
百
五
十
六
円

▽
片
野
善
平
（
上
原
町
）→

五
万
円

▽
小
板
橋
文
博
（
西
倉
内
町
）→

三

十
万
円
▽
小
山
つ
る
乃（
西
原
新
町
）

→

三
万
円
▽
松
永
守
隆（
上
久
屋
町
）

→

六
万
円
▽
匿
名→

二
千
四
百
円
▽

富
三
扇
会
（
下
久
屋
町
）→

三
万
八

千
円
▽
㈲
有
楽
商
事
（
下
久
屋
町
）

→

五
十
万
円
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年
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奨
学
生
募
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沼
田
市
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ�

　
　
支
払
日
が
変
わ
り
ま
す�

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ�

　
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す�

「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」�

新しいごみ袋が�
　　　　 導入されます�

新しいごみ袋が�
　　　　 導入されます�

４月１日から「指定プラスチック」と「指

定金属」専用の指定ごみ袋が導入されます。

平成16年度から試行実施してまいりました

「指定プラスチック」と「指定金属」の分別

を４月１日から、本格実施いたします。

それぞれ専用の指定ごみ袋を作成しまし

たので、燃やせるごみ袋・燃やせないごみ

袋と同様に購入していただき、資源の分別

にご協力をお願いいたします。

※４月１日から白トレイ単独の分別は廃止

され指定プラスチックに含まれます。

詳しいことは、生活課クリーン対策係1内

線３２７３へ。

合
併
後

合
併
前

七
日

十
日

十
七
日

十
七
日

定
例
支
払
日二

十
七
日

二
十
七
日



二
月
の
農
地
法
申
請
書
受
付
期
間

は
、
十
日
（
木
）
か
ら
十
五
日
（
火
）

ま
で
で
す
。

な
お
、
農
地
の
権
利
移
動(

三
条)

の
申
請
は
翌
月
七
日
ご
ろ
、
農
地
転

用
（
四
条
・
五
条
）
の
申
請
は
翌
月

二
十
日
ご
ろ
そ
れ
ぞ
れ
許
可
・
不
許

可
が
決
定
さ
れ
ま
す
（
県
知
事
許
可

は
除
く
）。

ま
た
、
三
月
の
受
け
付
け
は
、
十

日
（
木
）
か
ら
十
五
日
（
火
）
ま
で

で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
1
内
線
３
２
３
３
へ
。

こ
の
補
助
金
は
、
中
小
企
業
で
働

く
人
た
ち
の
福
祉
増
進
と
雇
用
の
安

定
を
図
り
、
中
小
企
業
の
振
興
に
役

立
て
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

交
付
対
象

平
成
16
年
１
月
か
ら

12
月
の
間
に
、
従
業
員
を
新
た
に

被
共
済
者
と
し
た
共
済
契
約
者

補
助
率

掛
金
の
20
／
100

申
請

２
月
28
日
（
月
）
ま
で
に
、

所
定
の
用
紙
で
商
工
観
光
課
工
業

振
興
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
５
５
へ
。

障
害
を
お
持
ち
の
人
や
ご
家
族
の

人
の
相
談
を
お
受
け
し
、
一
緒
に
考

え
る
「
沼
田
圏
域
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
福
祉
制
度
が
あ
る
の
？

○
い
つ
か
は
独
立
し
て
暮
ら
し
た
い

け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

○
支
援
費
制
度
に
替
わ
っ
た
け
れ

ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
が
分
か

ら
な
い

な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、「
沼
田
圏
域
障

害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
沼
田

保
健
福
祉
事
務
所
内
）
1

２
１
８

５
へ
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
職

業
紹
介
な
ど
、
若
者
の
仕
事
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
無
料
で
お
こ

た
え
し
ま
す
。

時
間

午
前
11
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で(

年
中
無
休)

な
お
、
事
業
主
の
人
の
求
人
に
つ

い
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
県
若
者
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
北
毛
サ
テ
ラ
イ
ト

(

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
・
５
階)

1

１

１
５
５
へ
。
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農
地
法
申
請
に
つ
い
て

中
退
金
共
済

加
入
促
進
補
助
金
の
申
請
を

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

仕
事
探
し
を
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
！

県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ

ひいちゃんは、最近上手に歩
けるようになりました。テレビ
の音楽にも合わせて踊ったり跳
ねたりもできるようになりまし
た。いつも二人のお兄ちゃんと
遊んでいるので、色々なことを
真似して覚えています。（柳町）

白倉　広
ひろ

翔
と

くん（１歳６カ月）

２月

場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分

２／５(土)「ねずみのおいしゃさま」
２／19(土)「しんせつなともだち」

詳
し
い
こ
と
は
、
東
京
電
力
㈱
渋

川
支
社
1
０
２
７
９

２
２
２
３
、

�
関
東
電
気
保
安
協
会
1
０
２
７
９

�
６
３
１
８
へ
。



と
き

３
月
８
日
（
火
）
か
ら
11

日
（
金
）
ま
で
の
４
日
間
。
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文

書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

メ
ー
ル
の
基
礎

対
象

県
民

定
員

19
人

受
講
料

無
料

申
し
込
み

は
が
き
に
講
習
期
間
、

会
場
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
〒
３

７
１-

８
５
７
０
前
橋
市
大
手
町

１
の
１
の
１
群
馬
県
庁
情
報
政
策

課
へ

※
申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
に

は
、
抽
選
の
う
え
受
講
者
を
決
定

し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

締
め
切
り

２
月
25
日
（
金
）
必
着

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
県
庁
情
報

政
策
課
1
０
２
７(

２
２
６)

２
３
３

２
へ
。

「
県
民
電
話
相
談
24
」
専
用
1
０

２
７
（
２
２
６
）
２
２
６
６
。

県
で
は
、
年
中
無
休
で
24
時
間
、

県
民
か
ら
の
ご
相
談
に
応
じ
る
「
県

民
電
話
相
談
24
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
内
容
に
応
じ
て
、
簡
単
な
ア
ド

バ
イ
ス
と
専
門
窓
口
の
紹
介
を
し
ま

す
。ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら

な
い
と
き
な
ど
、
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

受
付
内
容

県
民
か
ら
の
各
種
相
談
、

要
望
な
ど

相
談
員

県
庁
職
員

【
木
造
建
築
科
】

対
象

建
築
大
工
な
ど
建
築
関
係
の

事
業
所
に
就
職
し
て
い
る
人
、
こ

れ
か
ら
就
職
を
希
望
す
る
人

定
員

10
人
（
書
類
選
考
）

訓
練
期
間

３
年
間

訓
練
日
時

毎
週
土
曜
日
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
20
分
ま
で

内
容

関
連
学
科
、
基
本
実
技
　
　

※
修
了
者
は
２
級
技
能
士
の
受
験
資

格
（
学
科
試
験
免
除
）
を
取
得
で

き
ま
す
。

費
用

入
校
金
５
万
円(

テ
キ
ス
ト
、

大
工
道
具
代
含
む)

そ
の
他
諸
費

用
が
必
要

申
し
込
み

２
月
５
日
（
土
）
か
ら

３
月
29
日(

火)

ま
で
の
火
・
木
・

土
曜
日
の
午
前
中
に
、
同
校
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
沼
田
地
区

高
等
職
業
訓
練
校
1

４
９
０
４
へ
。
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ももちゃんは、お店やさん
ご

っこで遊ぶのが大好き。お
客さ

んはお母さんやお姉ちゃん
。４

月からは幼稚園へ行って、
友達

みんなと遊びます。日曜日
はも

ちろん、お姉ちゃんとテレ
ビの

プリキュアが楽しみ。（榛名
町）

嘉山　桃
もも

香
か

ちゃん（２歳11カ月）

群
馬
県
主
催

パ
ソ
コ
ン
基
礎
技
能
講
習

困
っ
た
と
き
に
は

「
県
民
電
話
相
談
24
」
へ
!!

巡回移動図書の日程
日 と　　き と　　　こ　　　ろ

9: 50～10:10
10 : 20～11:00
11 : 10～11:40
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 45～11:05
11 : 15～11:40
1 : 10～ 1 :30
1 : 40～ 2 :10
2 : 25～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:05
1 : 15～ 1 :35
1 : 45～ 2 :15
2 : 25～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 20～ 2 :50
2 : 55～ 4 :15
11 : 00～11:30
1 : 40～ 2 :10
2 : 20～ 2 :50
3 : 00～ 4 :20
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 4 :20

薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 沼 田 合 同 庁 舎
沼 田 恵 保 育 園
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校

15
日
C

16
日
D

17
日
E

18
日
F

22
日
C

23日D

24日E

岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下発知町生活改善センター
奈 良 町 農 事 研 修 所
上発知町生活改善センター
中発知町生活改善センター
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
屋 形 原 町 農 村 婦 人 の 家
岩 本 駅 前 広 場
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町田町水田転作推進研修所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
東 京 電 力 ㈱ 家 族 寮
沼 田 東 小 学 校

7.11.14.21.25.28日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日２
月 ���

���
���月　　 ヒトの骨のはなし

火　　 骨粗しょう症のメカニズム
水　　 骨折の予防と治療
木　　 女性における骨量の変化
金　　 ホルモンの補充療法
土･日 骨粗しょう症の予防

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
9日(水)小児科・皮膚科と17日(木)歯科です。
いずれも午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

17
年
度
の
入
校
生
を
募
集

利
根
沼
田
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

募
　
　
集

（火）

（水）

（木）

（金）

（火）

（木）

（水）



この広報は再生紙を使用しています

十
二
月
十
三
日
、
東
京
電
力
株
式

会
社
渋
川
支
社
よ
り
、
沼
田
市
へ
防

犯
灯
二
十
五
基
が
今
年
も
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
沼
田
市
民
の
安
全
を
願
っ

て
贈
ら
れ
た
こ
の
防
犯
灯
は
、今
後
、

地
域
か
ら
の
要
望
を
受
け
な
が
ら
、

市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
、
市
民
の
暮

ら
し
を
守
り
ま
す
。
暗
い
夜
道
に
明

か
り
を
と
も
す
、
同
支
社
に
よ
る
例

年
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ま
ち
を
明
る
く
」
防
犯
灯
寄
贈

とき ２月７日・14日・21日・28日

の月曜日／午後１時～３時

ところ 保健福祉センター研修室２

３月の税務相談はお休みです

とき 月曜日～金曜日（祝日を除く）／

午前９時～午後５時

ところ 保健福祉センター相談室

とき ３月16日(水)／午後１時～４時

／あらかじめ電話で予約を受け付け

ています。社会福祉課社会係(保健

福祉センター内)1内線７６２４２へ

ところ 保健福祉センター研修室２

とき 月曜日～金曜日(祝日を除く)／

午前８時30分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中

央公民館２階事務室隣)、電話相談

の場合は、1 ５４１１へ

とき ２月１日･８日･15日･22日の

火曜日／午前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき ２月３日･17日、３月３日･17

日の木曜日／午前10時～正午、午後

１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日、金曜日／午前10時

～正午、午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談

法 律 相 談

青少年相談

家庭児童相談

生涯学習相談

年 金 相 談

就業援助相談
（内職相談など）

（心配ごと・結婚・人権相談など）

種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所 対　　　　　　　象

詳しいことは、健康課保健係1内線７６２０４、または予防係1内線７６２０７へ

さわやか健康チェック

４ カ 月 児 健 康 診 査

1 0 カ 月 児 健 康 診 査

1歳6カ月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

平成16年11月６日～11月30日生まれ
平成16年４月20日～５月11日生まれ
平成16年５月12日～５月31日生まれ
平成15年７月24日～８月10日生まれ
平成15年８月11日～８月31日生まれ
平成13年12月１日～12月31日生まれ

エ ン ゼ ル ク ラ ブ

わ ん ぱ く ク ラ ブ

市 民 献 血

母 子 健 康 手 帳 交 付

２ 月 の 予 防 接 種

マタニティセミナー

個別接種(麻しん・風しん・三種混合・日本脳炎・ツベルクリン・ＢＣＧ)を実施中です。
実施医療機関は、「予防接種のお知らせ」のとおりです。
接種当日は予診表(押印)、母子健康手帳、保険証をご持参ください。

長
期
予
報
の
暖
冬
と
は
裏
腹
、

近
年
ま
れ
に
み
る
大
雪
に
、
市

内
で
は
除
雪
作
業
の
毎
日
と
な

り
ま
し
た
。
大
寒
と
日
を
同
じ

く
し
た
こ
の
大
雪
に
も
梅
の
つ

ぼ
み
は
ほ
の
か
に
ふ
く
ら
み
始

め
、
春
の
訪
れ
は
忘
れ
ず
に
近

づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
う
ら

ら
か
な
春
に
向
か
い
、
い
よ
い

よ
今
月
十
三
日
に
は
沼
田
市
・

白
沢
村
・
利
根
村
が
合
併
と
な

り
、
新
た
な
沼
田
市
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
市
域
も
広
が

り
、
新
た
な
話
題
、
情
報
を
今

後
の
「
広
報
ぬ
ま
た
」
で
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

春
よ
こ
い

３月１日(火)

３月24日(木)
３月１日(火)
３月22日(火)
３月８日(火)
３月29日(火)
３月17日(木)

３月11日(金)

３月１日(火)

月曜日～金曜日
（祝日を除く） 妊娠届出書をご持参ください。

３月のわんぱくクラブはお休みです。
３月のマタニティセミナーはお休みです。

国 民 年 金 保 険 料

国 民 健 康 保 険 税

市 県 民 税

介 護 保 険 料

１月分

11 期

随時期

６　期

納期限　２月28日(月)

今月の納税など
そ う だ ん

ほ け ん

18

午前８時30分～11時30分

１歳未満の乳児が対象です。お気軽にご参
加ください。

「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
企
画
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

全地区。体脂肪率・血圧・血液循環など
を測定します。

午前９時30分～11時
午後１時～３時

税 務 相 談

16歳～69歳（65歳以上の人は、60～64
歳の間に献血経験がある人に限ります）

午前10時～正午
午後１時～３時30分

午前10時～11時30分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分


